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瀬 藤 光 利 氏［浜松医科大学，医学博士］
〔業績〕生体サンプルのMALDIイメージング質量分析に関する研究

瀬藤光利氏は生体サンプルのMALDIイメージング質量分析に関する研究において世界的に卓越した業績を有している．
以下その業績の概要を記し奨励賞顕彰記事とする．

1.　「顕微鏡質量分析装置」の開発
JST先端計測・分析機器事業の機器開発プログラム開発課題として「顕微鏡質量分析装置の開発」を完遂している．島

津製作所などを含む開発チームを組織し，リーダーシップを発揮して，高解像度顕微鏡および顕微照準システムを備えた
MALDIイオン源と，デジタルイオントラップに飛行時間型質量分析計を結合した質量分析部を開発し，生体サンプルに
対して10 μmピッチで走査範囲250×250 （62,500ピクセル，2.5 mm×2.5 mm）の領域を高精細質量イメージできる機器を
構築している．さらに大気圧下でのMALDIイオン化や，マルチターン飛行時間型質量分析計との組み合わせを実現し，
イオン化用紫外線レーザーのスポット径5 μm，レーザー1照射点あたりの検出感度10 amol，デジタルイオントラップに
よる質量分解能5,000，マルチターンによる300周回での質量分解能115,000を達成し，世界トップレベルの機器という最
高の評価を得ている．

2.　MALDIイメージングのための実験プロトコールの研究
生体サンプルには，きわめて多岐にわたる測定対象が含まれ，測定を妨害する塩などの夾雑物も多量に存在するので，
生体サンプルのMALDIイメージング質量分析を実用に供するうえで，適切な実験プロトコールの確率は最も重要かつ困
難な課題である．瀬藤氏はこの課題への取り組みとして，組織切片の作成作製，サンプルプレート，組織上での酵素消
化，イオン化用マトリックス（ナノ微粒子を含め），マトリックスの塗布など，試料処理全般にわたって数多くの検討と
工夫を実施し，試料処理法の進展に著しく寄与している．また，イメージング質量分析結果から有意な情報を抽出する
データ解析法の研究にも精力的に取り組み，イオン分布像の画質を改善する技法や，イメージングと物質同定を同時に行
う技法を構築している．さらに，MALDIイメージング質量分析ユーザーの拡大を目指して，実験プロトコールを解説し
た和・洋書籍を世に出し，知識の普及と標準プロトコールの提案を行っている．

3.　MALDIイメージング質量分析の医学・薬学への応用
MALDIイメージング質量分析は，タンパク質や核酸，脂質，糖鎖，それら同士の修飾，未知の物質などを対象にして，
生体内から発見と同時に同定し，患者の病理組織での異常の原因をその場で見るなど，迅速な診断や医薬，治療法の開発
に貢献することが期待されている．瀬藤氏は，MALDIイメージング質量分析が医学・薬学の発展に貢献できる有用な
ツールであることを示すために，自ら開発した顕微鏡質量分析装置などを用いて非常に活発に応用研究を展開している．
さまざまな組織について生体分子や局在を測定し，また，病理組織を高解像度で解析することでさまざまな病理を詳細に
解析することに成功している．また，実験動物に投与した薬物の全身分布と組織内分布を高解像度で解析し，薬物の体内
動態情報を迅速かつ詳細に得ることにも成功している．

以上，瀬藤氏は，国内外におけるMALDIイメージング質量分析の研究分野を常に牽引してきており，その学術的業績
には質量分析の発展への多大な寄与が認められる．加えて，本会の学会誌編集幹事，また，本会委員として，特に中部地
区の組織化や運営に尽力するなど，学会活動にも大いに貢献している．質量分析に関する研究ならびに学会活動で今後
いっそうの活躍が期待され，日本質量分析学会奨励賞に値するものとして贈呈を決定した．
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